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「がんサバイバーシップ」という

言葉を日本語として理解するのは難

しい。「がんサバイバーシップ」の

考え方が生まれたのは，1990年代

後半の米国である。私は，ちょうど

その頃に，米国のDanaFarber

CancerInstituteの関連機関でがん

サバイバー（がん体験者）の方にイ

ンタビューする機会を得，「がんサ

バイバーシップ」について，彼の次

のような言葉からようやくその意味

を理解することができた。「がんに

なったことは自分にとって大きな衝

撃であったが，がんになってからの

全ての体験（苦痛や苦悩も含め）が

自分にとって意味のある生き方や充

実した日々の生活につながること

を，医療者のみならず，周りの人々

との関わりの中で感じられるように

なった。そう思えるようになるに

は，自分のがんをよくわかること，

医療者に遠慮せずに治療やケアにつ

いて相談し，社会に自分のがんをわ

かってもらうことが必要であった。」

がんサバイバーシップは，がんの診

断を受けてから，がんとともに生き

続けていく過程が，その人にとって

意味のある生き方や日常の充実した

生活につながることをめざすものと

いえる。

本書は，「がんサバイバーシップ」

の考え方を実際に実践や研究として

実行している医療従事者，専門家に

よって書かれたものである。あるべ

き論ではなく，著者自身の卓越した

実践力，それを支える研究文献や理

論に基づく具体的実践が示されてい

るのですぐに実践に活用できると思

える。

最初の編の米国および日本におけ

る「がんサバイバーシップの歴史と

発展」は必見である。がんサバイ

バーシップを理解するには，その概

念の発展した背景を知ることが近道

である。また，ケアの展開に必要な

サバイバーの医学的リスク層，ケア

モデルなどがわかりやすく解説され

ており，曖昧な概念であるがんサバ

イバーシップを理論的に理解する上

で，大いに役立つ。

２編の「がんサバイバーシップの

実践」では，がんサバイバーシップ

の４つの側面；身体的，精神的，社

会的，スピリチュアル的側面から，

がんサバイバーが直面する課題とそ

れに対する対応・対策がきめ細やか

にわかりやすく解説されている。す

ぐにでも活用したい。

３編の「各職種に求められるがん

サバイバーへの関わり」では，がん

サバイバーが体験する多様な状況を

想定して，その状況で必要とされる

医療従事者による専門的な実践が解

説されている。実践の醍醐味がわか

る。

最後に，「患者，家族とともに発

展するサバイバーシップ」が記され

ている。この編があることで，はじ

めて本書は完結する。がんサバイ

バーの方々の内なる声を聴くこと

で，「がんサバイバーシップ」の本

当の意味がわかる。そして，未来へ

の道も指し示されている。

「がんサバイバーシップ」に対す

る医療やケアは，わが国では，まだ

緒に就いたばかりである。本書は，

わが国のがんサバイバーシップの発

展に大きな原動力となるだろう。
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